
（別紙３）

～ 令和７年　１０月　３１日

（対象者数） １６名 （回答者数）
１３名

～ 令和７年　１０月　３１日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

既存のプログラムに加え、子どもたちの興味・関心の変化や

社会情勢に合わせた新しい活動を積極的に取り入れ、支援の

幅をさらに広げていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

入職後の職員に対するフォロー体制の再構築、年齢を問わず

一から育てていくような環境の整備。

2

普段はなかなか地域の人たち、子供達との交流の機会が持て

ないため、長期休暇を活用したイベントの企画や、ボラン

ティアの方々に声をかけ、交流できるような取り組みを考え

ていきたい。

3

○事業所名 放課後等デイサービスあえる初生

○保護者評価実施期間
令和７年　１０月　１５日

○保護者評価有効回答数

令和７年　１０月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　8年　3月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員数の少なさ 職員の定着に課題を感じている。

外部、地域住民との交流 地域の集まりなどに積極的に参加をしていないため、関わり、

交流の機会が持てていない。

支援内容、プログラム 職員で意見を出し合い、常にブラッシュアップしているため、

ひとりひとりの成長に応じた課題に対し支援が行えている。

事業所における自己評価総括表公表


